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 電子サイクロトロン放射（ECE）計測は、電

子温度分布の時間発展の測定に広く、使われて

いる。但し、高速電子が存在する際は、高速電

子由来の放射が強く、正確な電子温度を計測で

きない。一方、高速電子の発展を捉えるための

ECE 計測が開発されてきた。通常、径方向垂直

視野で温度分布が計測されるが、鉛直方向垂直

視野、トロイダル方向斜め視野にて、高速電子

由来の ECE を捉え、電子の速度分布関数に関

する知見を得る試みがなされている。 
 ECE 計測では高速電子からの放射の問題に

加え、遮断密度を超えたプラズマで計測が行え

ない問題がある。但し、遮断密度を超えたプラ

ズマからも電子バーンシュタイン波(EBW)由来

の ECE は計測することができる。EBW−電子サ

イクロトロン波(ECW)間のモード変換は、最適

な磁場に対する角度で伝搬する場合に限られ

る。EBW は、遮断密度を超えたプラズマでも

伝搬でき、EBW による高密度プラズマの加熱

が期待されている。 
 アダプティブアレイ解析は、計測信号を複数

のアンテナ素子で計測した上で、重みを掛けて

加算することで、計測信号の到来方向を推定で

きる。アダプティブアレイ解析は、プラズマ電

流と順・逆方向の斜め視野、ECW−EBW モード

変換窓の探査などで必要な観測視野制御に有

効であり、観測システムの開発を進めている。 
 これまでに原理実証実験として、電子サイク

ロトロン放射を模擬した熱雑音放射を、4 x 2 (8) 
素子の位相配列アンテナで受信し、ビームフォ

ーミング法を用い、正しく熱雑音源位置（到来

角）を推定できることを示した。 
この際、熱雑音源位置は１箇所であったが、複

数箇所からの熱雑音放射の到来角を識別でき

るかの原理実証が必要である。これまでのビー

ムフォーミング法に加え、空間分解能が高い 
Capon 法を用い、複数箇所からの熱雑音放射の

アダプティブアレイ解析を行った。 

 4 x 2 素子の受信アンテナから 0.483 m 位置
に、熱雑音を図１に示す９箇所(NS1-9)の点に置

き、個別に熱雑音放射を受信後に加算し、複数

箇所からの熱雑音放射とした。シングルサイド

バンドミキサーを用いたヘテロダイン検波に

て、 8.5 GHz 放射を受信した。得られた中間周

波数 0.07 GHz 信号をソフトウェア無線機でデ

ータストリーミングし、信号取得した。各アン

テナ素子の感度、位相オフセットは、別途、校

正実験を行い、除去した。 
 NS1, NS2 からの放射は、ビームフォーミング

法では分離できなかったが、Capon 法で分離で

きた。NS1, NS9 からの放射はビームフォーミ

ング法でも分離できたが、Capon 法では高空間

分解能にて分離した。NS1, NS5, NS9 また NS4, 
NS5, NS6 からの放射は、帯状の放射として識別

され、Capon 法の高空間分解といった有効性が

示され、複数放射源位置の同定に成功した。 
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